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早 古代から合併まで

上野国勢多郡荒牧村(明治12年編集郡村誌より)

区

字  台 所南、十ざ所、台所北、黒皆、傘は、

七キ下、源斉、'R畑、西作、萩林北、

域 化 方は関根村の耕地に接し束J白よ日

輪寺に、東は青抑に、高は上小出に、

西は辞馬部川原島新田に隣りし古利根

の河床を境とす。

員 東 西16町10問 4尺 、高北11町 1間 4

尺、面積42万 5千 390坪。

鶴 天 正18年より究永12年まで46年平岩

i計 頭規吉廟橋在城領分、寛水12年よ

り電延 2年 まで115午酒井雅楽頭桟橋

在城領分、寛延2年 より明治2年 まで

120年は r`大 和 十虜橋在旗領分、明和

4年 武蔵日川越に移作成領土庄如前慶

応 2年 前橋へ帰城傾主女H前、明治2年

態知事。

程 群 馬県庁より北方 1里 12町23問。

勢 平 JRに して東に批木川|、広藤川、延

命キ川は村の中央を再流し西に古利恨

川を常う。人家村の中央争居す。運輸

至て便H薪 たる炭欠け

地 阿 28町 1反 8畝 10歩、畑39町 6反 2

畝12,'、宅地 6町 6反 2畝 8歩 、境内

1反 4敵 5歩 、宣地 2畝 24を、芝生地

1反 28歩、芝生 1‖「7反 12を、山林22

町 1反 7畝 11歩、竹林 9反 7歩 、総計

99町 4反 3畝 27歩。

両

幅

管

馬

サ||

萩林、強戸西、宿前、下宿、上宿、倍

後、伊勢東中反保、人幡前、研戸、小

出後、船rl前、船戸東、自lt寺前、日

輪寺前、欠U、 天神後、東原、吉W「西。

牡馬25頭。

広海1、 tJL木川、兵吉川、掠奇セキ、

延命手川、縄後セキの6条 あり。

台所林は■有地に属する、(現7tの

団地)本キヤの内にあり束西1町40間、

高北5町、反別8町 3反 1畝15歩、字

台所束の四より字台所北に面列す、と

木多し囲3尺囲りより1尺囲りまで木

教2,500本。

西林は民有に属する、(現在の群大

夜合)本村の西北の方3町50間にあう

東西2町高Jと10町反別15町2反歩、学

萩林より起う台所束の索の部を字黒岩

へ連り黒をより北の方字傘松北の方は

判根村界に至ウ字傘松より束の方、字

セキ下へ建る、セキ下より字涼斉、字

爪畑に高列す。字爪畑の中央にて止ま

る、と多し。

東林は民有に属する、(現在の南橋

町)本 村の真束の方6町 20間にあり束

西2町 30間、高北 2町40間、反労J6町

1反歩、■大部後の束の部より北の方

に進り字束尿宇青柳西に面列す、東南

林

里
　
地

税

- 6 -



は青柳村に界し西北は本村の耕地に接

す、楢木多し、大木をし。

道 路  清 水越往還、村の高上小出村界より

北へ向い字松戸西、字名前、字下宿を

貫通し字上宿東辺に至り西北へ折通し

て該字と字宿後の間を西北へ通り北方

関根村に至る。長さ13町36間、市2間。

道致支道沼口街道 本 村字上宿の東

辺にて済水赳往還より東方へ支道し、

字中反保、字信後の間を東方通し字伊

勢東中央質き東方日綸寺村界に至る、

長さ2町41間、巾】間4尺。

指示場 本 村の南日より12町北にあり。

社  村 社諏訪神社社地東西10間、南北 2

5間、面積283坪、本村より】ヒの方、字

宿後にあり御穂須実命を祭る。祭日は

8月27日、社中杉木あり。

神明社 社 地東西4間 3尺、高北18

間面積W坪 、本村の北の方、字宿後に

あり天照皇太神を祭る、古老いわく住

古伊勢三郎ここにあり勧請なうと、祭

口9月 ,日、社Ⅲ杉あり。

人幡神社 社 地束西8間、南北14間、

面積70坪、本村の西イと方上宿の西隔に

あり誉田別命を祭る、祭日9月 19日。

物 産  米 、麦、手、桑、養蚕製ネにようlヵ

年取 り高、米350石、麦230石、芋

2,200貫、案千駄、商220石、製ネ370長、

蚕種、大豆、小豆、大角豆、木綿、胡

麻、葉種、ごぼう、粟、なす等に少し

くよし、大豆50石、小豆15石、大角豆

7石、木綿400R、胡麻 1石、業種4石、

大恨5,200貫、人疹50R、ごぼう200■、

粟20石、なす1,200貫位。

製 輸  清 酒3m駄 位。

民 葉  男 、農桑を業とする者79戸、酒醸を

案する者 1戸。

女、養蚕製ネ織題を集とする者130

人。

寄 留  入 居寄留 4戸、士族、男1人女 1人、

平民、3戸、うち男8人、女 3人、他

出寄留平民、男3人、入寄留13人、う

ち上族2人 、うち男1人、女 1人、平

民、11人、うち男8人女 3人。

右之通相違無御座候B上

右村

立会人 高 橋 儀 平

副戸長 宮 下 儀 八

戸 長  高 橋弥平治

宗 教

荒牧神 社

祭神 大 日雲命 (オオヒルメミヨト)、魅御

南橘村誌による荒牧村 (1部補筆)

名方命 (タケミナカタミヨト)、誉田別尊 (ヨ

ダワケミヨト)、大宮命 (オオイカブチミコ

ト)、索垂鳴命 (スサノオミ,卜 )、豊城入彦
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命 (トヨオキイツヒコミヨト)、岡衆女命 (サ

ナカタメミ,卜 )、育原道真公 (スガハラミ

チザネヨウ)、植山姫命 (ハ二十マヒメミ=

卜)、火産室神 (ネムスミ′カミ)

官司 墳 原行雄

代子 150戸

境内 368坪

祭日 4月 15日 10月 17日

由補沿草その他

この神社は大日雲命 (天照皇大神官)を 祭

神とする神明官である。聖伝によれば平安時

代の末、涼義緑は荒牧の地で伊勢三郎義盛と

上従になった。当社は以前には伊勢官と称し

て伊勢氏の勧話した社であるという。

明治40年3月に許可を得て字上宿の村社諏

訪神社境内末社 〔秋葉神社 (火快せの神)、

人坂神社 (体力の神)、赤城神社 (農工開運

の神)、人幡官 (勝利の神)、言電神社 (雷除

の神)、菅原神社 (学問の神)、安宕神社 (火

防の神)、水神社 (水の神)〕同所の焦格社人

幡官を本社神明官に合併し、荒牧神社と改弥

して今日に及んでいる。

寺

東荒牧に自性寺というキがあった。宗派は

菅洞宗、本尊は可弥陀如来であった。

由緒沿革その他について、寺暦は不詳であ

るが同碑によると開山は江戸時代正保4年 5

月11日に歿した権大僧都在方法師と伝えられ

ている。

中央の工降知身尼首座より三世の間、尼僧

が続いたので一般には尼寺とも呼んでいた。

知身尼はr_A後目頻状郡高回村の曹洞宗林泉寺

と関係のあった人で田回の室林寺とも寺縁が

あるといわれており、この寺は林泉寺の末寺

である。

自性寺には1軒の柱家もなく、荒牧【80軒

の信者を有する祈務寺である。しかし昭和20

年 3月 に歿した孝家尼首座の後雑者がなかっ

たために廃絶して現在では一枚の農家となっ

ている。当主は関口政男氏である。

天 理  教

天理教は奈良県山辺郡丹波市町E屋 致 (現

在は天理市三島)に おいて、教祖中山美峡f

が月日の社として天啓により創めた教であ

る。

親神天理工命即ち国常位命、国狭i命 、面

足命、月説命、雲読命、大苔辺命、伊井‖命、

僅恨命、大食天命、井講美命の10社を春絶す

る。親神天理王命は人額創造のとき、人間の

陽気暮しをみて、神人共に楽しむとおぼしめ

されてこの世を創造されたので、人類は親神

のおltじめし通りに、いなからにして陽気暮

らしの世界にたちかえるというのが信抑目標

である。

○天理教協川分数会の沿革

明治23年10月、荒牧町26番地、関日与作が天
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理教にべ神して以来、布按して多数の信者を

得て講元となった。与作の昭後は五代町 (日

芳資)の天理教窃多分教会において管理した。

大に14年4月 、荒牧町24番地、高橋毎次郎

tE宅に関口文次P「かppll宜教所を設置して担

任した。

昭和 9年 4月 、関日文次郎が辞職し、後任

として飯野亀雄が担任した。

昭和 9年 5月 、荒牧町より北代田町609番

地に認可を得て骸転した。

昭和16年 3月 、天理教現第33条により 「天

震数批1+分教会」と改称し今日に至っている。

文学上に表れる荒牧

源平盛衰記

「義経は上川‖荒牧という所にて伊勢三郎義

整とと従になる」とあって、承安 4年 に接馬

Hを 脱出した義経が金売■次と共に案洲へ向

う途中、走次とはぐれて上川1路にまぎれこみ

革身荒牧の里に一泊して、その住人伊勢二郎

義盛にあい、とに主従の約を結んだといわれ

ている。

しかし諸説があって真偽のほどは判らない

が、荒牧には 「伊勢前」「伊勢屋孜」などの

小学があったし、義経の母、常程御前の辞世

の碑及び短刀が保存されているという伝説も

ある。

不 動明エ

荒牧町の新口にある不動榛は苦から五大明

モの一つとして、文の神として信lI「されてい

る。はじめは火伏様として信仰されていたが

ある時代に大火事があって荒牧の村は火の海

と化してしまった。この時に角日、都九の2

軒と火伏様だけが焼け残った。

この後、火伏様の家を祢して不動様といい

火災除けの神榛として村人に信抑厚い存在で

ある。お祭りは1月28日と10月28日の2回あ

り、1月には福引きなどを行う。昔は村内に

火事があると、子供の掃除のし方が悪いとい

われ、毎週日曜日に掃除をしていた。

館倉大車紙

「文明9年 7月の初め、古河の成氏公、数

千騎を引みして景春が後詰として結城、両郡

須、両佐 木々、横瀬御供にて滝という所へ御

出張の間、両上杉もかなわすして上川1白井ヘ

引退り障を取、10月長尾景春、同六郎為景、

公方よう加勢ありて荒牧という所へ陣取、道

隆、塩売原 (富士見村横室らしい)へ 陣取、

悪所を前にあて待かけるに敵は引退きて帰陣

すJと ある。
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荒牧の

桃川小学校

施設

つ

′

び東和工業へ出勤する。

同 20年 8月 終 戦により勤労奉仕隊解除

される。

同 22年 4月  6 3制 となり中学校を併

設

同 23年 9月  PTAを 結成

同 42年 3月 第 1期新校舎建築3階 9教

室

同 43年 4月  第 2筋

同 45年 4月  第 3期

同 52年 11月 第 4期

同 47年 12月 1日 開 枚100年記念式典

同 46年 9月 体 育館落成

南括中学校

開校 昭 和24年 7月 (完成は同年11月)

昭和25年 4月  関 東民事部より職業家庭科

を中心とする中学教育の実験校として指定

される。また11月 3日 「文化の日」に文部

省より「優良施設校」として表彰された。

同26年   校 内水道完成

同28年   柔 道室及び工作室を再改造

同37年 5月 体 育館政エ

同48年 2月 新 校舎第 1筋落成

10月 ″   第 2期 落成

,
,
を

51年 3月  タ

52年 3月  ″

荒牧小学校

第3期落成

第4期落成

日 崎 寺 の 学 校

開 技  明 治 6年 12月、日綸寺に仮校合を設

けて伊p i4 学ヽ校と呼万。

同 8年    小 出小学校を合併

同 9年  小 出小学校を分離

同 11年 1月 上 小出小学校を合併

同 12年 1月  小 出小学校を分離

同 16年 4月  新 校舎抜エ

同 18年 3月 横 室、日日に分校設置

同 19年 3月 高 等科を残止

同 20年 7月 高 等rlを併置

同 21年 4月  川 原分数場を

同 22年 4" 横 壼分校を分離、小出小学

校を合併

同 36年 4月  川 原島分校が独立

同 39年 5月  荒 牧村に新校合落成

同 39年 4月  川 原島小学校を合併

同 42年    大 増築

昭和16年 4月  国 民学校と改称

同 19年 12月 学 徒勤労奉仕隊として高等

2年 男生徒は場内木工場

へ、女生徒は九大木工場及
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昭和47年10月19日 北 部小学校 (仮称)と



噌十日本■ 4月 1 日

同  ク  l H 9日

同 51年 1月

して'E上

i牧 小学+1として自土

聞,式 同 51年 2125日

件吉H‐ナ々工

ブレハブ2敦主設置

同 ト

司 に

6社 =増 楽

両'11日 年HL含式Ⅲ

同

周

同

同

5 5年11

511 1 1 1

5 S■2月

57年FⅢ

老大福祉センター 「しきしまJ

FH和13年   前 橋セム福祉センターとし

てF■l設

・l i4年 8月  全 面改4に よりをノ、橋乱七

ンター ・しきしまJと 改称

ひまわり保育園

帽和43年Fl設、叫抑56年、Jヒ前保吉Fl市設

にlt t FTR目

老人ホーム寿楽園 昭 和40年コi設

東武バス北前橋営業所 同 41年新設

竹馬幼稚園 同 社1年新設 十開回は同32年|

群馬教育センター 同 42年

群馬大学教育学部 同 ■1年

群馬朝鮮初級 中 級学校 向 47年

群馬県青少年会館 同 前年

校や軍鮮朝

青 少 年 会 館
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